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述べた。ACE 衛星により、Z ≤ 30 の同位体を含めた原子核成分の観測が高精度で実施され、宇

































して 0.22 ± 0.03 amu を達成することができた。これは従来の質量分解能（0.34 amu）を遥かに







器ビームを利用して詳細に取得した。温度変動に伴う CR-39 の感度応答はおよそ−60°C から
−30°C の間ではほぼ安定であること、圧力変動による応答感度はおよそ 100 Torr 以上でほぼ安
定であること、そして入射角度に対する感度応答は観測後に補正可能であること、を実験的に
明らかにした。即ち、観測時の環境変動に対する制御パラメータを本研究で初めて示した。そ






第６章では、宇宙線超重核（Z ≥ 30）のみを選択的に検出することの出来る CR-39-DAP 共重
合体検出器について述べた。これまで宇宙線観測に用いられてきた代表的な固体飛跡検出器と
して CR-39 とレキサンが挙げられる。CR-39 は相対論的エネルギーにある Z=6 に検出閾値を持
ち非常に高感度である。そのために、宇宙線強度が極めて高い鉄核等の軽粒子がバックグラウ
ンドとなり、解析上大きな支障となる。一方、レキサンは Z＝65 に検出閾値を持つが、電荷分
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